


伸縮動作の調整時、脚ロックナットは押し下げた状態
だと 「回転止め（左図丸印）」 を乗り越えてしまいます
のでご注意下さい。これは当社サービス部門でメンテ
ナンスをする際に分解するためですので、乗り越えて
しまった場合は一度戻してから再度調整するように
して下さい。

※脚ロックナットを回して、回転止めの部分を複数回
　 上記のように乗り越えさせて緩めていくと分解する
　 ことができますが、内部パーツを紛失したり元通り
　 に組めなくなる恐れがありますので、分解清掃等に
　 ついてはお客様ご相談センターへご連絡下さい。

脚ロックナット操作におけるご注意

回転止めを超えて緩めすぎてしまった場合は

①脚ロックナットをそのまま
　 締まる方向に回して下さい。

④脚伸縮が固定される位置
　 まで続けて締めて下さい。　

※脚伸縮が固定される位置は一定ではありません。
　（上図イラストと異なる場合もあります）

⑤締まったら脚ロックナットを
　 押し下げながら上図矢印の
　 方向に回し、目印(上図丸印)
　 を白い線に合わせます。

⑥目印が合ったら脚ロックナット
　 を押し上げて戻して下さい。

②脚ロックナットが回転止め
　 に当たり止まります。

コツン

③脚ロックナットを押し下げながら回し、
　 回転止めを乗り越えさせます。乗り越えたら
　 脚ロックナットを押し上げて戻して下さい。



※記載数値は平均的な値です。製品は組み合わせ部品で構成されておりますので、記載数値と若干異なる場合があります。
※製品改良のため、予告なしに仕様・デザイン・諸元等を変更することがありますのでご了承ください。

各部の名称

このたびはベルボン製品をお求めいただきまして、まことにありがとうございます。
ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。

Geo Pod V84

Geo Pod V84

Geo Pod V75

Geo Pod V65
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Geo Pod V86S Geo Pod V75 Geo Pod V65
別売

1930mm

605mm

66mm

36/32/28/25mm

4段

808g

7000g

UNC1/4, 3/8両対応

別売

1810mm

500mm

66mm

32/28/25/22/19mm

5段

673g

5500g

UNC1/4, 3/8両対応

別売

1560mm

450mm

53mm

28/25/22/19/16mm

5段

550g

4000g

UNC1/4, 3/8両対応

別売

1560mm

425mm

66mm

36/32/28/25/22/19mm

6段

725g

6000g

UNC1/4, 3/8両対応
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カメラネジ（雲台取付ネジ）

カメラネジ
（雲台取付ネジ）

発泡ゴムグリップ

脚ロックナット

蹄型石突

ハンドストラップ



１.カメラの取り付け方 ２.アングルの調整 ３.カメラネジについて

（ジオ・ポッドVシリーズ）d V series

カメラ底面のネジ穴とカメラネジを確実に合わせ、一脚
全体を上図矢印方向へ回してしっかりと取り付けます。

本製品のカメラネジ（雲台取付ネジ）は、UNC1/4（細ネジ）
と3/8（太ネジ）の両サイズに対応します。サイズ変更する
には、付属の工具で台座の六角ナットを外し、カメラネジ
を上図のように逆さにしてねじ込みます。その後、六角ナ
ットを元通りに締め込んで下さい。

カメラをしっかり保持しながら、一脚全体を左右、または
前後に傾けてアングルを決め、シャッターをきります。

※雲台(別売)が付いていない状態では、アングルの細かい
　 調整や「縦位置撮影」はできません。

４.脚の伸縮・固定 ５-１.伸縮動作の調整 ５-２.伸縮動作の調整（重くする）

※事前に下段脚を少し引き出して下さい。
①脚ロックナットを締めた状態で、②脚ロックナットを下へ
押し下げてずらします。③そのまま下げながら上図矢印
方向へ若干回し、④上へ押し戻します。これで伸縮動作
が重くなります。
（脚ロックナット操作時の回転幅が減ります）

脚ロックナットには、緩め過ぎ防止の「回転止め」があり
ます。工場出荷時は脚ロックナットを約90度回すと、適正
に伸縮・固定がおこなえるようになっています（締め込
んだ際に、脚ロックナットの丸印と脚側の白い線が重な
ります）。 この脚ロックナットの回転幅を変えることで、
伸縮重さを調整することができます。

脚を伸ばす際は上の段から順に伸ばします。縮める際は
下の段から順にしまって下さい。

５-３.伸縮動作の調整（軽くする） ６.石突の交換 ７.ハンドストラップ

転倒事故防止・安定保持のため、必ず上図のようにハン
ドストラップを手首に通してカメラを支えて下さい。

脚の伸縮動作を軽くするには、前項目（5-2）の③におい
て反対側に脚ロックナットを回します。これで伸縮動作が
軽くなります（脚ロックナット操作時の回転幅が増えます）。
戻す際は逆の手順をおこなって下さい。  

　　　 調整しすぎると極端に伸縮動作が重くなったり、なか
　　　 なか固定できなくなりますのでご注意下さい。

８.ベルトポケット ９.携帯時の注意

撮影場所の移動等の際は、必ず一脚からカメラを外して
携帯して下さい。予想以上の力が加わった場合、カメラが
落下する恐れがあります。特にカメラを装着したまま一脚
を肩に担いで移動すると、カメラが視界に入らないので
大変危険です。移動時は必ずカメラを外して下さい。

付属のベルトポケットを使うと、混雑していて一脚が立て
にくい場所等での撮影がスムーズにおこなえます。

※ベルトポケットは、ズボンのベルトに通して取り付けて
　 下さい。

UNC1/4

UNC3/8

緩 む 締まる

ゴム石突
（同梱品）

石突の交換は脚の最下段をしっかりと握りながら、付属
の工具で蹄型石突の六角部分を上図矢印方向に回し、
おこなって下さい（同梱のゴム石突は、手で回して取り
付け・取り外しをして下さい）。

　　　脚パイプ内部の｢空回り防止機構｣が破損する恐れがあり
　　　ますので、極端に強く締め付けないようご注意下さい。

※最下段を握りながら
　 おこなって下さい。

緩 む

締まる

脚ロックナット

太い脚から伸ばす

締めた状態で
印が重なる

工場出荷時は約90度
回すと回転止めに
当たります。

① ②

④③

① ②

③ ④


